
　
　
美
術
・
工
芸
な
ど
を
創
造
・
発
信
す

る
拠
点
施
設
を
設
置
し
、
岡
山
市
ゆ
か
り

の
作
家
と
そ
の
作
品
を
調
査
・
研
究
し
、

必
要
に
応
じ
て
収
集
・
保
存
す
べ
き
で
は
。

　
　
令
和
４
年
度
に
開
催
予
定
の
岡
山
芸

術
交
流
に
よ
る
費
用
対
効
果
と
関
係
人
口

の
創
出
は
。

　
　
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
が
大
雨
等

で
決
壊
す
る
と
、
下
流
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
、
想
定
さ
れ
る
浸
水

区
域
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
。
下
流
地
域
の
方
に
ど
の
よ
う
に
周

知
し
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

　
　
岡
南
エ
リ
ア
で
は
、
浦
安
11

号
雨
水

管
整
備
事
業
と
岡
南
ポ
ン
プ
場
長
寿
命
化

工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
事
業
の
進
捗
状

況
お
よ
び
効
果
は
。
ま
た
、
市
民
に
事
業

へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
工
夫
は
。

　
　
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
警
戒
区

域
や
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
場
所
で
は
、

特
定
開
発
行
為
や
建
築
物
に
は
一
定
の
規

制
が
あ
る
。
埋
立
行
為
の
現
状
は
ど
う
か
。

　
　
毎
年
秋
に
、
絵
画
、
写
真
、
工
芸
等
の

市
民
作
品
の
発
表
の
場
と
し
て
岡
山
市
芸
術

祭
を
行
い
、
岡
山
シ
テ
ィ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

市
民
美
術
展
を
開
催
し
て
い
る
。

　
岡
山
シ
テ
ィ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
岡
山
の

歴
史
と
今
を
、
記
録
・
保
存
・
展
示
・
発
信

す
る
文
化
と
教
育
の
拠
点
施
設
と
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
。
美
術
・
工
芸
の
分
野
は
専
門

で
は
な
い
が
、
古
備
前
を
収
集
し
た
木
村
コ

　
　
岡
山
芸
術
交
流
の
前
回
の
来
場
者
数
は

延
べ
約
31
万
１
千
人
、
県
内
の
経
済
効
果
は

約
22
・
６
億
円
、
そ
の
内
市
内
は
約
13
・
９

億
円
と
推
計
し
て
い
る
。

　
今
回
の
開
催
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
か
ら
「
地
元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
協
力
を
強
く
得
な
が
ら
展
覧
会
を
構
成

し
た
い
」
と
聞
い
て
お
り
、
地
元
の
巻
き
込

み
の
強
化
や
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

実
施
を
通
じ
て
関
わ
る
人
を
増
や
す
こ
と
で
、

関
係
人
口
の
創
出
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

レ
ク
シ
ョ
ン
や
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
ガ
ラ
ス

工
芸
作
家
の
作
品
や
絵
画
な
ど
、
多
数
の
美

術
・
工
芸
作
品
を
収
蔵
し
て
い
る
。

　
　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
た
め
池
が
決

壊
し
た
場
合
の
、
た
め
池
浸
水
想
定
マ
ッ
プ

を
掲
載
し
て
い
る
。

　
新
た
な
取
り
組
み
は
、
防
災
重
点
農
業
用

た
め
池
に
つ
い
て
、
地
域
の
方
と
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
地
域
で
の
避
難
場
所

や
避
難
ル
ー
ト
を
盛
り
込
ん
だ
、
た
め
池
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
る
。

　
　
令
和
元
年
か
ら
浦
安
11
号
幹
線
の
シ
ー

ル
ド
工
事
に
着
手
し
、
現
在
浦
安
ポ
ン
プ
場

か
ら
約
３
・
５
㎞
付
近
を
掘
進
中
。
７
年
度

に
暫
定
供
用
を
予
定
し
て
お
り
、
１
時
間
に

50
㎜
程
度
の
豪
雨
に
対
し
て
も
南
区
築
港
新

町
付
近
で
浸
水
被
害
解
消
の
効
果
が
見
込
ま

れ
る
。
岡
南
ポ
ン
プ
場
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
へ
の
耐
震
化
と
津
波
へ
の
耐
水
化
を
図
る
。

　
工
事
の
Ｐ
Ｒ
動
画
や
工
事
だ
よ
り
を
作
成

し
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
公
式
動
画
サ
イ

　
　
埋
立
行
為
は
、
森
林
法
等
の
他
法
令
で

規
定
が
あ
る
場
合
は
そ
の
法
令
に
基
づ
い
た

規
制
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
他
法
令
の
規

定
が
な
く
面
積
が
千
㎡
以
上
の
場
合
は
埋
立

条
例
の
対
象
と
な
る
。
法
令
等
に
基
づ
か
な

い
一
定
規
模
の
埋
立
行
為
は
市
の
条
例
で
規

制
し
て
お
り
、
災
害
防
止
に
一
定
の
役
割
を

果
た
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

ト
に
掲
載
し
て
い
る
。

個
人
質
問

８

個
人
質
問

27
人
の
議
員
が
行
っ
た
質
問
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
て
要
旨
を
掲
載

個
人
質
問
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

浦安11号幹線シールド工事

第10回岡山市民美術展

岡
山
芸
術
交
流
で
関
係
人
口
を
創
出

美
術
・
工
芸
の
拠
点
施
設
は

た
め
池
の
決
壊
に
備
え
て

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

岡
南
エ
リ
ア
の
浸
水
対
策
事
業

埋
立
行
為
に
よ
る
災
害
の
防
止
策
は

※９ 【帰宅困難者】

災害発生時に外出している人のうち、自宅が遠距離にあること等

により帰宅できない人と遠距離を徒歩で帰宅する人をいう

※８ 【パブリックプログラム】

市民・県民が展覧会へ来場するきっかけづくりや、展覧会を

より親しんでもらうための各種取り組み

文
化
・
防
災
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え
る
。
下
流
地
域
の
方
に
ど
の
よ
う
に
周

　
　
自
分
で
避
難
す
る
こ
と
が
難
し
い
高

齢
者
や
障
が
い
者
に
手
助
け
等
を
行
う
た

め
の
要
支
援
者
名
簿
の
配
布
実
績
と
活
用

状
況
は
。
ま
た
努
力
義
務
が
設
け
ら
れ
た

個
別
避
難
計
画
の
作
成
率
と
、
低
調
の
要

因
は
。

　
　
城
東
台
学
区
な
ど
市
内
３
地
区
で
モ

デ
ル
事
業
と
し
て
個
別
避
難
計
画
を
作
成

し
て
い
る
。
関
係
者
に
よ
る
調
整
会
議
で

の
専
門
職
と
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
は
、

誰
が
望
ま
し
く
、
ど
ん
な
準
備
や
調
整
が

必
要
か
。

　
城
東
台
で
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等

の
専
門
家
の
協
力
に
よ
り
実
施
し
た
。
専

門
家
の
協
力
報
酬
の
あ
り
方
は
。

　
　
本
市
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

に
よ
る
帰
宅
困
難
者
を
約
７
万
２
千
人
と

想
定
し
て
お
り
、
岡
山
駅
周
辺
施
設
を
中

心
に
、
一
時
滞
在
施
設
の
協
定
を
締
結
す

る
な
ど
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

　
基
本
的
な
対
応
指
針
を
策
定
し
、
一
斉

帰
宅
の
抑
制
、
一
時
滞
在
施
設
の
確
保
、

徒
歩
帰
宅
者
の
支
援
、
市
民
へ
の
啓
発
な

ど
、
民
間
事
業
者
と
連
携
し
計
画
的
に
推

進
す
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
。

　
　
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
の
課
題
を
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。
岡
山
型
一
貫
教
育
で
、
就

学
前
と
小
学
校
の
接
続
に
つ
い
て
取
り
組

み
を
進
め
て
き
た
と
考
え
る
が
、
特
に
力

を
入
れ
た
取
り
組
み
と
今
後
の
展
望
は
。

　
　
発
達
障
害
に
関
す
る
い
か
な
る
相
談

も
、
ま
ず
は
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ひ
か
り
ん
く
」
で
受
け
る
よ
う
に
し
て

も
ら
い
た
い
。
現
状
は
。

　
個
別
避
難
計
画
の
作
成
率
は
約
６
％
で
あ

る
が
、
法
改
正
に
よ
り
令
和
３
年
５
月
か
ら

努
力
義
務
化
さ
れ
、
３
年
度
か
ら
は
鋭
意
作

成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
現
在
も
、
企
業
な
ど
に
対
し
一
斉
帰
宅

の
抑
制
や
職
場
で
の
待
機
、
企
業
内
備
蓄
な

ど
を
呼
び
か
け
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
帰
宅

困
難
者
へ
の
対
応
は
不
十
分
で
あ
り
、
民
間

事
業
者
等
と
の
協
定
締
結
な
ど
考
え
ら
れ
る

こ
と
は
や
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
は
安
全
・
安

心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
町
内
会
の
代
表
者
、
民

生
委
員
な
ど
に
配
布
し
、
要
支
援
者
の
把
握

や
見
守
り
活
動
に
活
用
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
　
モ
デ
ル
事
業
で
は
、
要
支
援
者
の
状
況

を
確
認
す
る
た
め
の
訪
問
・
聞
き
取
り
、
計

画
作
成
の
た
め
の
調
整
会
議
、
計
画
に
基
づ

い
た
避
難
訓
練
と
い
う
三
段
階
で
計
画
の
作

成
を
進
め
る
方
法
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で

考
慮
す
べ
き
項
目
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
や
専
門
職
へ
の
報
酬

等
は
、
他
都
市
で
も
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

モ
デ
ル
事
業
の
参
加
団
体
に
よ
る
情
報
共
有

の
場
も
活
用
し
て
、
対
応
策
を
検
討
し
た
い
。

　
　
岡
山
型
一
貫
教
育
は
、
校
種
間
の
不
要

な
段
差
を
解
消
し
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
等
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
中
学
校
区
の
教
職
員
が
互

い
の
授
業
や
保
育
を
見
合
い
、
効
果
的
な
指

導
方
法
等
を
議
論
し
て
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

　
10
年
以
上
続
く
取
り
組
み
で
あ
り
、
相
互

理
解
は
確
実
に
進
ん
で
い
る
が
、
中
学
校
区

外
や
私
立
園
等
か
ら
入
学
す
る
子
ど
も
も
お

り
、
そ
れ
ら
の
園
と
の
連
携
は
課
題
が
あ
る
。

　
今
後
は
、
中
学
校
区
内
の
連
携
を
継
続
し

な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
形
で
連
携
を
広
げ
て

い
け
る
か
研
究
し
た
い
。

　
　
発
達
障
害
は
、
早
期
に
発
見
し
支
援
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
ひ
か
り
ん
く
は
も

と
よ
り
、
保
健
セ
ン
タ
ー
や
こ
ど
も
総
合
相

談
所
等
の
家
庭
や
子
ど
も
に
最
も
身
近
な
場

所
で
相
談
が
行
わ
れ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

ひ
か
り
ん
く
で
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
や
保
育

園
等
か
ら
の
紹
介
に
限
ら
ず
、
発
達
に
不
安

や
課
題
を
持
つ
保
護
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
相

談
も
、
内
容
に
応
じ
て
、
電
話
や
来
所
で
対

応
し
て
い
る
。

　
今
後
も
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応
で

き
る
よ
う
職
員
の
専
門
性
を
高
め
、
支
援
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
。

個
人
質
問

モデル事業として取り組んだ避難訓練

令和２年度に中学校区で

指導方法を議論

災
害
時
に
支
援
を
要
す
る
人
を

名
簿
で
把
握
し
避
難
計
画
を
作
成

個
別
避
難
計
画
の
作
成
課
題

災
害
発
生
時
の
帰
宅
困
難
者
対
策

入
学
時
の
問
題
克
服
に

学
校
と
園
の
連
携
を
推
進

発
達
障
害
の
相
談
体
制

９

※１２ 【発達障害者支援センター（ひかりんく）】

教育、医療等の関係機関と連携を図り、発達障害児・

者とその家族および関係機関に対する支援を行うこ

とを目的とした専門機関

※１１ 【小１プロブレム】

小学校に入学したばかりの１年生が、

小学校の学習中心の生活になじめず、

学校生活に対応できなくなること

※１０ 【個別避難計画】

高齢者、障害者などの避難行動要支援者

ごとに、避難支援を行う者や避難先等の

情報を記載した計画

子
育
て
・
く
ら
し

※

９
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　改
修
等
が
困
難
な
通
学
路
は
、
地
域

の
交
通
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
誘
導
な
ど
、

地
域
力
を
借
り
な
が
ら
重
点
的
に
見
守
る

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
地
域

協
働
学
校
の
テ
ー
マ
の
一
つ
に
な
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
　本
市
は
外
国
人
市
民
向
け
に
、
ご
み

の
出
し
方
と
災
害
へ
の
対
応
を
伝
え
る
多

言
語
動
画
を
作
成
中
だ
が
、
内
容
、
作
成

　
　本
市
に
は
、
自
動
車
販
売
店
が
商
品

と
し
て
保
有
す
る
軽
自
動
車
の
課
税
を
全

額
免
除
に
す
る
制
度
が
な
い
。
大
手
販
売

店
は
全
額
免
除
制
度
の
あ
る
近
隣
市
へ
在

庫
を
設
け
、
少
し
で
も
安
く
販
売
し
て
い

る
が
本
市
の
個
人
店
で
は
で
き
な
い
状
況
。

　公
平
な
取
引
を
す
る
上
で
も
、
本
市
も

全
額
免
除
の
措
置
を
取
っ
て
は
ど
う
か
。

の
工
夫
、
活
用
方
法
、
公
開
の
仕
方
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
は
。

　
　デ
ジ
タ
ル
機
器
を
日
常
的
に
使
い
こ

な
す
世
代
に
比
べ
、
高
齢
者
は
イ
ン
タ
ー

　
　周
辺
地
域
の
活
性
化
は
大
き
な
市
政

課
題
の
一
つ
で
あ
る
が
、
活
性
化
を
牽
引

す
る
人
材
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
こ
と
な
ど

か
ら
、
な
か
な
か
進
ん
で
い
な
い
。

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
本
市
に
何
人

配
置
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
活
動
分
野

や
成
果
は
。

ネ
ッ
ト
が
使
い
こ
な
せ
て
い
な
い
の
が
現

状
。
誰
も
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
行
政
手

続
き
や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
高
齢
者

に
対
す
る
デ
ジ
タ
ル
教
育
を
ど
の
よ
う
に

進
め
る
か
。

　
　街
路
樹
の
再
生
や
緑
地
化
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。
街
路
樹
再
生
計
画
の
中
長
期

的
な
視
点
で
の
取
り
組
み
は
。

　
　
地
域
の
方
が
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
を

温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
る
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

は
、
学
校
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
だ
と
考
え
る
。
登
下
校
の
際
の
危
険
箇
所

の
情
報
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
地
域
の

見
守
り
の
代
表
の
方
た
ち
と
、
地
域
協
働
学

校
で
情
報
を
共
有
し
安
全
対
策
に
努
め
た
い
。

　
　
や
さ
し
い
日
本
語
・
英
語
・
中
国
語
・

韓
国
語
・
ベ
ト
ナ
ム
語
の
５
言
語
版
で
、
動

画
を
作
成
し
て
い
る
。
実
際
に
本
市
で
生
活

し
て
い
る
外
国
人
市
民
に
出
演
し
て
も
ら
う

な
ど
、
見
る
人
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
え

る
工
夫
を
し
て
い
る
。

　
令
和
３
年
度
中
に
完
成
予
定
で
、
完
成
後

は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
配
信
す
る

他
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
大
学
や
外
国
人
関
係

の
団
体
な
ど
に
提
供
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
　
課
税
免
除
に
関
し
て
は
、
公
平
感
を
持

っ
て
対
応
で
き
る
よ
う
、
令
和
４
年
２
月
議

会
に
条
例
を
提
案
し
４
月
に
は
施
行
し
た
い
。

　
　
デ
ジ
タ
ル
機
器
や
サ
ー
ビ
ス
の
正
し
い

利
用
方
法
の
講
習
会
を
公
民
館
で
開
き
、
高

齢
者
を
は
じ
め
多
く
の
市
民
が
参
加
し
た
。

　
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
普
段
使
わ
な
い
方
に
も

メ
リ
ッ
ト
を
享
受
し
て
も
ら
う
観
点
か
ら
、

令
和
３
年
度
中
に
定
め
る
岡
山
市
Ｄ
Ｘ
推
進

計
画
の
工
程
表
に
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
見
直

し
な
ど
も
盛
り
込
む
方
向
で
考
え
て
い
る
。

　
　
こ
れ
ま
で
14
人
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
と
し
て
移
住
し
、
主
に
農
産
物
の
生
産
・

　
　
都
市
景
観
や
環
境
問
題
、
ま
た
、
20
〜

30
年
後
の
街
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
で

も
あ
り
、
市
民
や
本
市
を
訪
れ
る
方
に
と
っ

て
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
街
路
樹
の
質
と
量
の
向
上
の
た
め
に
街
路

樹
再
生
計
画
を
作
り
、
中
心
市
街
地
の
７
路

線
で
緑
化
等
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
後
は
、

７
路
線
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
増
や
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
令
和
４
年
度
中
に
、
具
体
的
な
路
線
、
新

た
な
再
生
方
針
を
定
め
て
示
し
た
い
。

加
工
・
販
売
の
支
援
な
ど
に
従
事
し
て
い
る
。

任
期
を
終
え
た
９
人
中
６
人
が
そ
の
後
も
市

内
に
定
住
し
て
お
り
、
定
住
割
合
は
全
国
平

均
と
比
べ
て
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
外
部
か
ら
若
い
人
材
が
入
る
こ
と
で
新
し

い
風
が
吹
き
込
ま
れ
、
地
元
住
民
が
新
た
な

地
域
活
動
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
に
な
っ
た

事
例
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

※
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１０

個
人
質
問

協力隊が生産した野菜を販売

通学路の危険個所の点検

通
学
路
の
危
険
箇
所
の
情
報
を

地
域
と
共
有

多
言
語
動
画
を
作
成
し
、
外
国
人

市
民
へ
分
か
り
や
す
く
情
報
提
供

商
品
中
古
軽
自
動
車
税
全
額
免
除
へ

高
齢
者
へ
の
デ
ジ
タ
ル
教
育
で

オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
へ

新
し
い
風
を
吹
き
込
む

地
域
お
こ
し
協
力
隊

市
中
心
部
の
街
路
樹
再
生
へ

※１３ 【地域おこし協力隊】

地域の外から意欲ある人材を積極的に誘致し、地域協力活動を行

いながら定住・定着を図ることを目的とするもの

ま
ち
づ
く
り
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